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はしがき 
福田友子 
 
 本報告書は，「国際的な自動車リユース・リサイクルに関する学際的研究」というテーマ
において，プロジェクト所属メンバーらの一連の研究成果をまとめたものである． 
 本報告書のタイトルについて簡単に説明しておこう．「自動車リユース」とは，中古車を
車両のまま再利用することを指す．一方，「自動車リサイクル」とは，使用済み自動車（中
古車，もしくは廃車）を解体し，一部は中古部品として活用し，一部は資源として再利用
することを指す．これらの事象は，一国内で完結するものではない．商品として国際流通
する場合もあるし，地球環境への負荷という形でグローバル・イシューとして問題提起さ
れる場合もあり，まさに「国際的な」テーマであると言えよう．加えて，環境経済学，環
境政策論，港湾経済学，国際社会学（移民研究）など複数の学問分野にまたがって議論さ
れうる「学際的な」研究テーマである．こうした問題意識から，上記タイトルを決めた． 
 第 1 部は，「中国における自動車リサイクル」と題し，胡
コ
紓
ジョ
寒
カン
（Hu Shuhan）氏（千葉大
学大学院人文社会科学研究科博士後期課程所属）の論文を収録した．胡論文は，中国にお
ける自動車解体業者，特にフォーマル・セクターの業者に注目し，その現状について分析
し，将来的な動向についても予測している．中国は中古車の輸入規制をしているため，日
本からの中古車輸入はほとんどない．中国の自動車解体業者に集まる廃車は，中国国内で
使用されたものである．しかし，中国社会において自動車はまさに普及の途上にあり，そ
ういう意味では，日本から大量の中古車を輸入している各国の状況と類似した点もあると
考えられる．胡論文が提示した知見は，以下の第 2 部で見るような，中古車の国際流通の
研究においても参考になる． 
 第 2部は，「環日本海地域の港湾活性化に向けた対ロシア輸出入業者の業態転換に関する
研究」と題した，岡本勝規（富山高等専門学校国際ビジネス学科）・浅妻裕（北海学園大学
経済学部）・福田友子（千葉大学大学院人文社会科学研究科）の 3名による共同研究の成果
をまとめたものである．特に 2010 年 11 月～2011 年 11 月に日本港湾協会の研究助成を受
けて実施した，中古車および中古部品貿易業者に関する調査の成果が中核となっている．
日本海沿岸，およびロシア，アラブ首長国連邦における現地調査で得た知見を元に，日本
を起点とする中古車貿易市場の世界的な動向に注目しつつ，各分野から今後の課題につい
て提示する． 
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